
 
 

セーブ・ザ・チルドレン 子ども・地域おうえんファンド 
第 2回公募 採択理由一覧（ABC/五十音順） 

   
事業名 子どもとともにつくるピアラーニング型オンラインプログラミングクラブ 
団体名 一般社団法人 Kids Code Club 
対象地域 全国（オンライン） 
事業概要 本事業は、複合的な困難を抱える子どもの社会性や自信がテクノロジー面での学びによって

育まれること、子どもたちとの対話と様々な環境整備によって子どもの権利を保障するコミュニテ
ィとしてステップアップすることを目指している。具体的には、多様な子どもが参加できる「放課後
プログラミングクラブ」を居場所や交流・活躍の場として提供する。 

事業期間 2024年   1月 10日 ～ 2026年   9月 30日 
助成額 
（1年目） 

4,636,800 円（内訳︓事業費 4,365,000 円、一般管理費 271,800 円） 

選定 
ポイント 

オンライン空間に子どものための「サードプレイス」を提供するという先駆性、それに見合う理念と
IT スキルをもった団体が事業主体になるということで、「課題の明確性」と「計画の適切性」を
高く評価した。病気や障害のために学校に通いづらかったり、行動範囲が制約されたりしてしま
う子どもも集える居場所があることは、生きていく上での大きな希望になるだろう。本助成を通
じて、困難を抱える子どもへの対応体制の強化も進むことを期待したい。 

 
 

 

事業名 不登校と中高生の支援事業  
～学童保育から見えてきたこどもたちの居場所 “サプレ・ことエル”  

団体名 エルマ―学童くらぶ 
対象地域 栃木県足利市 
事業概要 本事業は、子どもが自分の権利を理解し、安心して、自らの生き方を選択できる環境を地域

につくることを目的とする。具体的には、不登校の子どもや中高生の子どもを対象とした居場所
事業として立ち上げた「サードプレイス」を持続可能なことにしていくことを目指す。 
子どもが自身の抱える「しんどさ」に気づき、学校に行かないことに対して、罪悪感を持たずに選
択し、社会とのつながりを切らさずに成長していける居場所になることなどを目指し事業を行
う。 

事業期間 2024年 1 月 1 日 ～ 2026年  9月 30 日 
助成額 
（1年目） 

4,240,100 円（内訳︓事業費 4,150,100 円、一般管理費 90,000 円） 
 

選定 
ポイント 

地域に根差して、子どもの権利条約に基づいた学童保育実践を積み重ねてきた実績を評価
する。子ども主体の活動を実践してきた団体が、不登校の子どもや、学童保育利用の対象か
ら外れる中高生向けに取り組む今回の事業はモデル性が高く、類似の課題を認識する他の
団体にとっても参考になるであろう。他方で、事業の継続性の確保は今後の課題となる。 



 
 
事業名 養護施設および障がいのある子どもへの権利保障プロジェクト 
団体名 特定非営利活動法人 エンパワメントかながわ 
対象地域 神奈川県および全国 
事業概要 本事業では、養護施設および障害のある子どもたちが参加できる、「権利」を知り暴力から身

を守るためのワークショップを開催する。加えて、ワークショップでつながった子どもたちを見守り、
力づけるために提供する「フォローアップサイト」や「子どもしゃべり場」を繰り返し活用しながら、
子どもたちが自分の力で自分の権利を守ることができるようになることを目指す。同時に、養護
施設の職員や保護者、教職員向けのプログラムも実施することにより、スペシャルニーズの子ど
もであっても自らの権利を守ることができることを子どもの周囲の大人にも啓発する。 

事業期間 2024 年 １ 月 1 日 ～ 2026 年   9 月   30 日 
助成額 
（1年目） 

5,000,000 円（内訳︓事業費 4,581,500 円、一般管理費 418,500 円） 

選定 
ポイント 

暴力に直面するリスクの高い対象者に寄り添い、長年にわたって丁寧なプログラム作りと実施
をしてきた実績を高く評価する。子ども向けプログラムをすべて参加体験型にしており、そのフォ
ローアップも考えられている。事業を通じて、質の高いプログラムを提供できる人材がより多く育
成されることを期待したい。 

 
 
事業名 こどもに優しい商店街モデル構築事業 
団体名 NPO法人 わかもののまち 
対象地域 静岡県焼津市 
事業概要 本事業は、子ども・大人ともに子どもの権利に関する認知度が高まり、商店街や商工会、

PTA、自治体など、行政に限らない地域組織のあらゆる子どもに関わる意思決定で、子どもの
声を聴く文化のある地域となることで、商店街から波及し、焼津市全体に「子どもの意見を聴
く文化」が定着することを目的とする。具体的には、商店街組合こども部を創設し、またオンラ
インプラットフォームから間接的に子どもの声を聴かれる環境をつくることで、商店街を子ども自
らが主体性を持って参加できる場と捉えられるようになることを志向する。また本事業の実績を
基に、「子どもの意見を聴く文化」が全国へのモデルとして知られるよう発信する。 

事業期間 2024年   1月   10日 ～ 2026  年  9 月  30日 
助成額 
（1年目） 

4,933,380 円（内訳︓事業費 4,498,380 円、一般管理費 435,000 円） 

選定 
ポイント 

子どもが社会の一員であるという認識に加えて、「子どもの声を聴く文化」を作っていこうという
本事業は、本ファンドの重視する「子ども参加」の観点に照らして先駆性のある事業となりう
る。また、対象地域とのつながりもあり、高校生対象の地域参画プログラムを行ってきた実績を
評価する。本助成を通じて、「子どものセーフガーディング」の取り組みが進められることを期待
する。 

 


